
 

 

 

 

 

１ 活動の概要  

対象学校名 小林市立小林中学校、小林小学校、南小学校 

活動分野 学習支援活動、登下校の安全指導、学校行事、環境整備 

【主な取組】読み聞かせ（通年）、立番指導（通年）、学習支援ボランティア（通年）、 

部活動支援（通年）、兵児踊りの指導（7月～9月）、食育教室、手話講座 など 

【連携・協働している機関】読み聞かせ「くすの木文庫」、「たんぽぽ」、小林市社会福祉協議会、 

まちづくり協議会、人権擁護委員会、小林市キャリア教育支援センター、KSSVC事務局 など 

○地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター） 4人   ○ボランティア登録者数 89人 

２ 特色ある取組の紹介  

① 「職業講話」…中学 2年生 

 

 
 ○ 活動内容 

・職業体験学習に向け、生徒の勤労観・職業観の育成及び進路への意識や意欲の向上のために

20名の講師を招いての職業講話を行った。会場を細かく分け、ブース形式で行った。 

 ○ 事業を実施して（参加者の声等）                   

・皆さんがおっしゃっていたのは、〈コミュニケーション力の大切さ〉でした。 

やはり人と接することは将来大切なことだと思いました。（生徒） 

② 「南小まつりの講師予定の先生方へのお便り」…小学校 

 

 
 ○ 活動内容 

・感染拡大防止のため、中止となった「南小まつり」の講師をお願いしていた、地域ボランテ

ィアの方々などに子ども達から手紙をお送りした。また、講師の方からもお返事を頂いた。 

 ○ 事業を実施して（参加者の声等） 

・心温かな南小学校の子ども達から、心温まるお便りをいただきました。 

一気に心がポカポカになりました。人と人との温かなつながりを感じ

ました。ありがとうございました。（講師） 

③ 「福祉体験活動」…小学 4年生 

 

 
 ○ 活動内容 

・障がいがある方々に対する理解を深めるための学習をシリーズ化して

行っている。「知的、視覚、肢体不自由」など、様々な障がい種に関

する学習を進め、体験的な活動を取り入れることで、障がいのある

方々の立場に立って考え、行動できる人になることを目指している。 

○ 事業を実施して（参加者の声等） 

・施設での過ごし方や障がい者の方への接し方がよくわかりました。 

中でもよくわかったのは、障がい者の方には、みんなと同じように

接したらいいということでした。（児童） 

 

本部名：小林中学校区地域学校協働本部 

連絡先：小林市教育委員会社会教育課 

ＴＥＬ：０９８４－２２－７９１２ 

ＦＡＸ：０９８４－２３－９７００ 

《ここがイチオシ！本部自慢！》生徒一人一人の表情を確認しながらの講話！ 

《ここがイチオシ！本部自慢！》会えなくても手紙で繋がる地域の輪！ 

《ここがイチオシ！本部自慢！》理解を深めるためにシリーズ化した学習！ 

【講話の様子】 

【絵はがき】 

【車いす体験】 
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